
暑熱対策をしましょう 
７月になり気温が上昇してきたため、家畜への適切な暑熱

対策が必要です。家畜は行動が制約され、涼しい場所を選べ

ません。暑さは家畜にとって大きなストレスとなり、採食量

や乳量、増体量、受胎率、産卵率が低下し、家畜の生産性が

著しく低下します。 

また、暑熱のストレスは日射病や熱射病等の事故につなが

りますので、しっかりと対策をとりましょう。 

畜舎内での対策 
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家畜への対策 
■ 

  

 

  

日射病・熱射病の症状が見られたら 

日射病、熱射病では食欲不振、体温上昇、呼吸促迫、開口呼

吸、目や陰部等の粘膜の充血、脱水症状などが見られます。これ

らの症状が見られた場合、早めに獣医師による治療を受けましょ

う。 

 

 


